
情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

Webアンケート調査のアイトラッキングを用いた分析

岩本 祥太朗1,a) 榎原 博之1,b) 平井 知希1,c)

概要：現在のWebページでは，利用者の需要を調査するために，様々な技術が考案され，使用されてい
る．その中でもアイトラッキングは，利用者の関心をより的確に調査することができる可能性があるため，
注目を集めている．これまでは装置の大きさや価格の高さから敷居の高い手法であったが，近年小型化，
低価格が進んでおり，今後ますますの普及が予想される．本研究では，アイトラッキング装置を使いなが
らWebアンケートによる調査を行い，計測したデータを分析することで，アンケートの回答者がどの程度
集中していたかを評価する方法を提案する．
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1. はじめに

インターネットは急速に普及し，現在では人間の生活に

なくてはならない存在となっている．それに伴いインター

ネット上の情報量は膨大なものとなっており，利用者は必

要な情報と不要な情報の両方に大量に触れることになる．

情報発信者が利用者にとって有益な広告や機能を優先的に

提供することで，利用者は快適にインターネットを利用す

ることができ，情報発信者の利益にもなる．そのためには

利用者の行動を分析することが重要である．それを実現す

るために様々な技術が提案されている．

その中でも注目されているのがアイトラッキングであ

る．利用者の目の動きを観測することで，利用者が興味を

持っている事柄を検出できる可能性がある．従来のアイト

ラッキングは装置が大きく使いづらいことや費用がかかる

ことから敷居の高い手法であった．近年アイトラッキング

装置の小型化・低価格が進んでおり，今後普及していくも

のと思われる．現在でも，目の動きで画面を操作できる機

能を持つスマートフォンなど，アイトラッキングが使用さ

れている例がある [1]．

アイトラッキング技術について様々な研究が行われてい

る [2]．Webサイト利用者の行動を分析する研究では，ペー

ジの要素に注目して分割する手法が一般的であり，各要素

がどの程度利用者にとって重要であるかを利用者の視線を

もとにして調べる研究がある [3]．検索エンジン利用者の行
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動を分析した研究では，検索結果ページの下の方にあるリ

ンクはほとんど見られていないことや視線の動きとクリッ

クの回数の傾向は必ずしも一致しないことなどが明らかに

なった [4]．その他にも，利用者が高齢であるとき行動パ

ターンがどのように変化するのかアイトラッキングを用い

て調査した研究などがある [5]．

本研究ではアイトラッキングをWebアンケートに適用

する．Webアンケートは紙を使った従来のアンケートと比

較して，配布・回収の手間が無いことや遠く離れた場所に

いる人でも参加できること，集計が手動よりも高速で誤り

が無いことなどの利点がある．しかし，回答の中に無気力

な回答が含まれているかもしれないという問題点は残って

いる．無気力な回答が含まれていては集計したデータの価

値が下がってしまうため，抽出して集計対象から除くこと

ができれば望ましい．本研究では，アイトラッキング装置

を作動させながらアンケートに回答してもらい，回答者が

画面上のどこに注目しているかを調べる実験を行う．そし

て，計測したデータを分析し，回答者がどの程度集中して

アンケートに回答していたかを分析する．この研究を発展

させれば，集計時に無気力な回答者を抽出し集計対象から

外す機能の実装などに役立てられると考えられる．

2. 実験方法

2.1 実験の流れ

アイトラッキング装置を作動させ，その状態で被験者に

Web上のアンケートに回答してもらい，回答中に画面上の

どの点を注視していたかを計測する．その後，各質問にど

の程度集中して回答していたかをアイトラッキング実験と
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は別に調査する．最後にアイトラッキングのデータと調査

結果を用いて分析を行う．

2.2 アイトラッキング装置

本研究ではアイトラッキング装置として tobii社の Tobii

EyeX[6]を使用する．Tobii EyeXをパソコンに装着した写

真を図 1に示す．ディスプレイ下部にある赤い光を発する

装置が Tobii EyeXである．装置から放出された光がパソ

コンの利用者の眼球に当たって反射し，その光を装置が検

出することで，利用者がディスプレイ上のどの点を注視し

ているか調べることができる．

Tobii EyeXは 1万 5000円程度で購入できる．同じよう

な大きさのアイトラッキング装置である tobii社の Tobii

X2 アイトラッカー [7]の価格が約 100万円であることを

考えると，Tobii EyeXが非常に安価であることがわかる．

もちろん価格によって性能の差は生じるが，今回は一般に

普及するような装置を想定して Tobii EyeXを採用した．

アイトラッキング装置はアンケート回答中に動作してお

り，被験者の視線計測を行う．注視していた点の座標とそ

の時の時刻を記録し出力する．

図 1 Tobii EyeX

2.3 Webアンケートアプリケーション

使用したアンケートアプリケーションはブラウザ上で動

作する．実際の回答画面を図 2に示す．回答方法には自由

記述形式や選択形式があり，質問ごとに画面が遷移するよ

うになっている．本実験では回答画面を図 3のような領域

に分ける．赤色の領域を質問文領域，青色の領域を回答欄

領域，緑色の領域をボタン領域と呼ぶことにする．

アンケートアプリケーションは各画面が表示された時刻

を記録している．このデータとアイトラッキング装置から

出力されたデータを組み合わせることで，被験者が各画面

のどの点を注視していたのかを計測することができる．

図 2 アンケート回答画面

図 3 アンケート回答画面の領域分け

2.4 アンケートの内容

アンケートは 2つあり，内容が異なる．1つ目のアンケー

トは被験者の個人情報を尋ねるような質問が中心である．

一般的なアンケートと近い形式であり，回答に比較的時間

がかからない．2つ目のアンケートは計算問題などが中心

である．クイズやテストに近い形式であり，回答に比較的

時間がかかる．質問数はともに 8問である．被験者は両方

のアンケートに答える．

具体的なアンケートの内容は本稿末尾に付録として掲載

する．

2.5 実験後の調査

アンケートが終了したあと，被験者に全 16問の各質問

についてどの程度集中していたか，またはどの程度自信を

持って回答したかを自己評価してもらう．この評価値を集

中度と呼ぶことにする．評価は 5段階評価で行う．その他
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に自由に感想を書く欄も用意した．

3. 実験結果

本実験では，研究室に所属する大学院生や大学生とオー

プンキャンパスに参加した高校生を対象に 18人の被験者

に対して実験を行った．

3.1 集中度と注視時間割合の関係

本実験では 2.3節で定めた画面上の 3つの領域に注目す

る．被験者が各質問の回答を入力している間，質問文領域，

回答欄領域，ボタン領域を注視していた時間を，アイト

ラッキング装置やアンケートアプリケーションの出力デー

タを分析して求める．回答時間の長さには個人差があるた

め，注視時間そのものではなく，質問ごとの回答時間に対

する注視時間割合を分析に使用する．例えば，ある被験者

の質問 1の回答時間が 50秒であり，質問文領域を 10秒注

視していた場合，その被験者の質問 1に対する質問文領域

注視時間割合は 0.2となる．

さらに，2.5節のようにアンケート後に調査した集中度

を分析に用いる．集中度が同じだった質問の各領域注視時

間割合の平均値を求める．分析結果を図 4と図 5に示す．

グラフの横軸は集中度を表し，集中度が 5の時被験者が最

も回答に集中していたということになる．グラフの縦軸は

各領域の注視時間割合の平均値を表す．この値が大きいほ

どその領域が注視されていた時間が長い．質問文領域，回

答欄領域，ボタン領域，その他領域それぞれの注視時間割

合の平均値を 2つのアンケートについて算出し，グラフを

作成した．

その他領域とは，質問文領域，回答欄領域，ボタン領域

のどれにも当てはまらない領域のことであり，画面上の空

白領域や画面外のことを表す．また目を閉じている場合も

これに含まれる．その他領域注視時間割合は集中度と密接

な関係にあると予想されるため．これに注目して分析を

行う．

図 4より，アンケート 1では集中度が大きいとその他領

域を注視する時間が短くなる傾向にあると思われる．これ

には回答欄注視時間割合の増加が影響していることがグラ

フからわかる．その理由として，アンケート 1の質問はシ

ンプルであるため，回答に集中するほど回答欄領域を注視

する時間が長くなるということが考えられる．この結果を

利用すれば，無気力回答者を抽出できる可能性がある．

アンケート 2では集中度が変化してもその他領域を注視

する時間はあまり変化しない傾向にあることが図 5から読

み取れる．このような特徴が現れる理由として，アンケー

ト 2は質問がクイズのような形式であるため，回答を考え

ている間に注視する場所が被験者によって異なることが挙

げられる．ある人は画面を見ながら考え，ある人は宙を眺

めたり目を閉じて考えるというようなことが十分に考えら

図 4 集中度と注視時間割合の関係 (アンケート 1)

図 5 集中度と注視時間割合の関係 (アンケート 2)

れる．そうであればその他領域注視時間は被験者によって

大きく変わり，わかりやすい傾向となって現れることはな

い．これについては後の節でも述べる．

よって，その他領域注視時間は質問が単純で回答に時間

がかからないアンケートにおいては，集中度と関係してい

ると考えられる．一方，難しい質問が多いアンケートにお

いてどのような影響があるのかは不明である．

また，アンケート 1,2の両方において質問文領域や回答

欄領域に比べるとボタン領域の注視時間割合が小さいこと

がわかる．つまりボタン領域は回答中に長時間注視されて

いない．分析においては，ボタン領域に関する情報よりも，

質問文領域や回答欄領域に関する情報を重視することが有

効であると予想される．

3.2 質問内容との関係

質問内容によって注視時間割合が変化するのかを調べる．

分析結果を図 6と図 7に示す．横軸は質問番号を表し，縦

軸はその質問における注視時間割合の平均値である．これ

までの分析とは異なり，この節では集中度に注目していな

い．質問によって注視時間割合が変化することが分かる．

集中度に注目したときと同じく，この場合も質問文領域

と回答欄領域に関する情報が重要だと予想される．そこ

で，この 2つの領域に注目して分析を行う．分析結果を図

8と図 9に示す．
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図 6 質問ごとの注視時間割合 (アンケート 1)

回答欄領域に比べて質問文領域が注視されていた時間が

長い質問として，アンケート 2の質問 1,質問 2,質問 6,質

問 7,質問 8がある．全てがアンケート 2の質問であり，ク

イズ形式の質問の中でも特に難問として出題したものであ

る．被験者は質問文領域を見ながらじっくりと回答を考え

ていたと思われる．同じような形式であるアンケート 2の

質問 3は 2つの領域の注視時間にあまり差がない．質問の

難度が低く，質問文領域を注視する必要がなかったのだと

思われる．

質問文領域に比べて回答欄領域が注視されていた時間が

長い質問として，アンケート 1の質問 4,質問 5,質問 8,ア

ンケート 2の質問 4,質問 5がある．これらの質問のほとん

どは回答が選択形式であり，前段落で挙げた質問とは反対

に，被験者は回答欄を見ながら回答を考えていたのだと思

われる．アンケート 1の質問 5は自由記述形式であるが，

あまり考えたことのない人の多いテーマであったため，回

答欄を注視しながら時間をかけて回答を考える被験者が多

かったのだと推測される．アンケート 1の質問 2も同じ形

式であるが，注視時間割合にあまり差がない．こちらは答

えやすい質問だったのだと思われる．

3.3 その他の考察

アンケート回答中の被験者の振る舞いは様々であった．

回答を入力するためにキーボードを使う時，パソコンを使

い慣れた人は画面を見ながらキーボードを操作していた

が，そうではない人は下を向きキーボードを見ながら入力

していた．また実験後の調査の自由記述欄には「難しい問

題ほど画面に注目していた」という感想がある一方で，「考

えるときに宙を見ていた」という感想もあった．

このような振る舞いの個人差はアイトラッキング実験の

結果に大きく影響する．単にアイトラッキングを行うだけ

ではなくこのような条件を踏まえた調査をする必要がある

かもしれない．

図 7 質問ごとの注視時間割合 (アンケート 2)

図 8 質問ごとの注視時間割合 (アンケート 1)

図 9 質問ごとの注視時間割合 (アンケート 2)

4. おわりに

本研究では，Webアンケート回答者の行動をアイトラッ

キング技術を用いて分析した．実験の結果，アンケートの

質問内容の違いにより回答者が画面を注視する場所や時間

の長さは変化する可能性があることがわかった．

今後の課題として，どのような質問内容のときに集中度

がどのような傾向になるのか，より詳しく調べることが挙

げられる．今回の実験ではアンケートに答えやすい質問が

多い場合，その他領域注視時間と集中度に関係がみられた．

難しい質問が多い場合の集中度がどのような要素に現れる

のかは，今回の実験では明らかにならなかった．またキー
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ボードを使うときや長考するときの視線の動き方について

検討することも必要である．パソコンに慣れた被験者は画

面を見ながらキーボードを操作するが，パソコン初心者は

それができずに画面から目を離してしまう．質問の答えが

簡単には出ないとき，回答者の行動には個人差があり，画

面から目を離す者もいる．このような行動とアイトラッキ

ング実験との関係については，さらなる調査が必要である．

今回の実験は集中度を被験者に直接尋ねることで調べたが，

将来的にはアイトラッキングやアンケートアプリケーショ

ンのデータを分析して集中度を求められるようにしたい．
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付録 実験に使用したアンケート

　アンケート 1

質問 1

好きな食べ物は何ですか．

質問 2

最近読んだ本の内容を 2,3行程度で紹介して下さい．

質問 3

現在どのあたりに住んでいますか．

また引越しの経験がある場合は今までに住んだことのある

場所を書いてもらえませんか．

質問 4

家族の中で一番仲が良いと思うのは誰ですか．

(選択肢略)

質問 5

好きになる音楽の傾向があれば書いてください．

質問 6

料理はできますか．

質問 7

朝食には何を食べることが多いですか．

質問 8

行ったことのある場所を全て選んでください．

(選択肢略)
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アンケート 2

質問 1

次の式の答えは？

256＋ 79ー 32＝

質問 2

次の式の答えは？

45＋ 76ー 3× (112ー 78)=

質問 3

次の式の答えは？

3.1ー 0.9× 3=

質問 4

一文字目が訓読み，二文字目が音読みの熟語を全て選んで

ください．

(選択肢略)

質問 5

尊敬語を全て選んでください．

(選択肢略)

質問 6

□に入る数字は何でしょう．

2,5,11,20,□,47,…

質問 7

次の式の答えは？

9÷ 2＋ 3÷ 8× 32＝

質問 8

鶴は頭が 1つ足が 2つあり，うさぎは頭が 1つ足が 4つあ

ります．

鶴とうさぎが集まっていて，頭が 10，足が 26ありました．

鶴とうさぎはそれぞれ何羽ずついるでしょう．
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